
研究報告

古賀春江 に見る仏教思想 とモダニズムの融合― 川端康成か らの視座 より

貝塚 健

1．川端康 成 「末期 の 眼」

　 1933（ 昭 和8） 年9月10日 、 古 賀 春 江 （1895－

1933） は、 夫 人、知 友 に見 守 られな が ら、東 京 帝

国 大学付 属 病 院 島薗 内科 の病 室 で息 を引 き取 った。

享 年38。 そ の死 を見取 っ た一 人 に、 文学 者 の川 端

康 成 （1899－1972） が い る。 成 年前 に両 親 を含 む

親 族 を次 々 に失 って孤 児 とな り、生 と死 の不 思 議

につい て生 涯 に わた って書 き続 け た川端 は、古 賀

の 死そ の もの に どの ように 向 き合 った の だろ うか。

翌34年1月 号 の雑 誌 に発 表 され た 文 章 に は、 以 下

の ように短 く記 されて い る。

　 床 の 間 の絵 が 目に止 ま りま した。 「朗 らか な

春」 （fig.1）と題す る素 描淡 彩で あ ります 。私 が

原稿 を書 く時は さぞ 苦 しいで あ ら う、 この絵 を

見れ ば い くらか気 分 が 明 るむ であ らう と、友 人

が私 に贈 つ て くれ た絵 であ ります 。 この 画家 も

今年 の秋 の は じめ に死 に ま した。 病 院の死 亡 室

に な きが らを運 ん でみ る と、彼 は 白眼 を見 開い

て を りま した。私 は直 ぐ さま もの なれ た様子 で 、

死人 の 瞼 を なで なが ら、 その 眼 をふ さがせ てや

りま し た 。
1）

　「直ぐさまものなれた様子で」に、文豪の心の

闇の深淵からギラリと光が差すような乾いた凄味

がある。川端は何人もの死者の瞼を自らの手で閉

じさせてやるたびに、生者の最後の視覚体験に思

いをめぐらせたのに違いない。知友や近親者の死

を悼み惜しむ気持ちと並行して、文学者として人

間存 在 の神 秘 を見 極 め よ う とす る冷徹 な眼 差 しを、

死 んだ ば か りの、 そ の死 者 の 肉体 と精 神 に投 げか

け てい る。

　 川端 が4歳 年 上 の古 賀 と知 り合 うの は、 画 家 の

死 の2年 前 、1931（ 昭和6） 年 の こ とだ っ た と され

る2）。 川 端 は上 野 桜 木 町 に、古 賀 は駒 込動 坂 町 に

住 み、 至 近 の間柄 だ った。 二 人が 急 速 に親 しくな

った要 因の 一つ は 、 と もに犬 好 き とい う趣 味 だ っ

た とい う。 川端 の夫 人 秀子 は、 以下 の よ うに思 い

出 を記 して い る。

　古賀さんと知 り合ったきっかけはよく覚えて

おりませんが、私たちは大森にいた頃から古賀

さんの絵に惹かれていまして、それで二科展を

よく見に行きました。それでどこかのデパー ト

でやっていた展覧会を見に行って、川端が自己

紹介をしたんだと思います。先方も主人の犬の

文章なんか読んでいたりして、それですぐ気が

合ったようです。動坂の古賀 さんの家にはよく

うかがいましたが、そこでまだ書生さんという

感じの東郷青児さんにお会いしましたし、高田

力蔵さんや中川紀元さんともお知 り合いになり

ま した 。
3）

　 「ど こか の デ パ ー トでや っ てい た 展 覧 会 」 と い

うの は 、古 賀が1931年 前 後 に出 品 した展 覧会 に該

当す る もの が な い。 おそ ら く、古 賀 も 自身の 関 わ

らない展 示 会 をふ ら りと見 に行 った先 で 、偶然 居

合 わ せ て顔 と名 前 を見 知 ってい た 川端 か ら声 を か

け られ たの で は ない だ ろ うか。 古 賀 も、 その と き

川端 の 「犬 の文 章 」 だ け を読 ん で い た とは とて も

思 えな い。 読書 家 の古 賀 は 間違 い な く他 の文学 作

品 に も 目を通 してい た はず だ。 なぜ な ら、 後述 す

る よ うに、 当時 の川 端 もシュ ル レア リス ムの影 響

を強 く受 け た作 品 を次 々に発 表 して い たか らで あ

る。古 賀 は1931年 夏 か らブル ドッグ を飼 い、最 晩

年 は犬 だけ で はな く小 鳥 も偏 愛 して い た。古 賀 が

な くな る直前 、 『改 造』1933年7月 号 に川 端 が発 表

した小 説 「禽 獣 」 の主 人公 は 、 た くさんの 小禽 と

犬 を飼 う厭 人癖 の あ る男 であ る。 「こ こで 書 か れ

て い る動物 の話 は 、少し 細 部 を変 えて はい ます が 、

ほ とん ど実 際 にあ った こと を基 に して い ます」4）と

秀子 が い う 「禽獣 」 なの だ が、 そ の プ ロ ッ ト設 定

に古 賀 が影 を色濃 く落 と して い る こ とも十分 に 考

え られ る。
fig.1

古賀春江 《朗 らかな春》1932年 、水彩 ・紙、川端康成記念会
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　わずか2年の付き合いののち川端は、病気を自

覚 しながら治療を拒み続けていた古賀を説得して

入院させ、その死を見取 り、葬儀を取り仕切る。

それほどまでに深い交わりを、川端は古賀と結ん

だ。生前の古賀から直接に絵画を譲渡され、また

その没後にも遺作を買い求め、川端はその類い希

な審美眼に適うまとまった古賀作品コレクション

を築き上げた。市場に手放したもの、公立美術館

に寄贈したものもあるが、最期まで愛蔵 したそれ

らの一部は現在、公益財団法人川端康成記念会の

所蔵となって管理されている。

　また小菅健一は、第二次世界大戦後の川端につ

いて、以下のようにも述べている。

昭和二十九年以降の川端康成の個性的な創作活

動を支えてい く原動力になった要因を考えると、

昭和二十八年の暮れから昭和二十九年の正月に

かけて鎌倉の神奈川県立近代美術館で開催され

た古賀春江の遺作展をまず第一にあげることが

で き る 。
5）

　 「み ず うみ」 （1954年）、 「眠 れ る美 女 」（1959年）、

「古 都」 （1961年）、「片 腕」 （1963年） と続 く、1954

年 以 降の 川端 文 学 の最 後 の大 きな 山脈形 成 に 、川

端 の住 む鎌 倉 の 美 術館 で開 催 され た 「小 出楢 重 ・

古賀 春江 展」 （1953年12月1日 ～1954年1月31日 、神

奈 川県 立 近代 美 術館 ） が大 き な意 味 を もってい た

とい うの で あ る。川 端 は 出品 者 であ る か ら、単 に

愛好 す る 画家 の 回顧 展 を楽 しん だ とい うわ けで は

ない。 日常 、 座辺 で慣 れ親 しん でい る所 蔵作 品 を

美術 館 の展 示 室 で あ らた め て見 つめ る こ と、所 蔵

作 品 を古賀 の 全 画業 の な かで そ の位 置づ けを考 え

直す こ と、わ ず か数 年 なが ら も充 実 した古賀 との

心 の通 い 合 い を反芻 して み る こ と、 そ う した営 み

の数 々が 川端 文学 の原 動力 の ひ とつ に な ってい た

ら しい 。直 接 の 交 わ りは短 期 間 であ っ たが 、川 端

は古 賀 や その 作 品 と生 涯 に わた って 対話 し続 けた

ので あ る。

　 1968（ 昭和43） 年12月 、 ノー ベ ル文 学賞 を受 け

た川 端 は 、 ス ウェー デ ン ・ア カデ ミー での 受 賞記

念 講演 「美 しい 日本 の私― その 序 説」 の なか で、

お よそ35年 前 、30代 前半 の と きに親 交 を もっ た古

賀 につ い て次 の よ うに触 れて いる。

　 1927年 、芥 川 は35歳 で 自殺 しま した。 私 は 「末

期 の 眼」 の なか に も 「いか に現 世 を厭 離 す る と

も、 自殺 は さ と りの 姿 で は ない。 い か に徳行 高

くと も、 自殺 者 は 大 聖 の 域 に 遠 い。」 と書 いて

ゐ ま して、 芥 川や また戦 後 の 太宰 治 な どの 自殺

を讃美 す る もの で も、共 感す る もの で もあ りま

せ ん。 しか し、 これ も若 く死 ん だ友 人 、 日本 の

前 衛画 家 の一 人 は、 や は り年 久 し く自殺 を思 ひ

「死 に ま さ る芸術 は ない とか 、死 ぬ る こ とは生

きる ことだ とか は、 口癖 の や うだつ た さう」 で

すが 、仏教 の 寺 院 に生 まれ 、仏教 の 学校 を出 た

この 人の 死 の見 方 は、西 洋 の死 の考 へ 方 とは ち

がつ てゐ ただ ら うと、私 は推察 した もので した。

話 し言 葉の 読 みや す い流麗 な文章 の なか に、 川端

はす っ と古 賀 の思 い 出 を挟 み 込 ませ た。 道元 の和

歌 の引 用 に始 ま り、明 恵 の文章 で 締 め くくる この

講演 は、全 編 に わた って 仏教 と 日本 人 の死生 観 、

美 意識 に形 作 られた川 端 の思 想が 沁 み現 れ てい る。

そ の なかで 触 れ られ る古 賀 の生 と死 は 、川端 が古

典 文学 か ら得 た もの と同 様 に、生 涯 に わた って 大

きな意 味 を持 ち続 け た こ とを物語 ってい る。

　 そ の古賀 の 死 か ら四七 日を直接 的 契機 と して、

川 端 は随 筆 「末 期 の 眼 」 を書 き、 『文 藝 』1933年

12月 号 に発 表 した。 この 随筆 ほ ど、初 期 川端 文 学

を考察 す るた め に繰 り返 し取 り上 げ られ るテ クス

トは少 な い。 当 の川端 は、 その状 況 に つい て20年

後 に以 下の よ うに述べ てい る。

　 私 が批 評 を受 け る場 合 は、例 外 な くと言 つ て

いい ほ ど 「末 期 の眼 」 を引 合 ひ に出 され るが 、

その た び に私 は渋面 をつ く り、嘔 吐 を も よお す

ほ どだ。 批 評す る人の 責任 で は な く、私 自身の

責 任 であ らう。 私 は 「末期 の眼 」 と短 編 「禽 獣」

とが 大 き らひ だ。 た びた び批 評 の足 がか り とさ

れた の も、嫌 悪 の一 因か も しれ ない。「末 期 の眼 」

に 自分 をよ く語 れ た と私 は思 は ない。
6）

　「『末期の眼』に自分をよく語れたと私は思はな

い」というが、川端が心からの真実を語っている

かどうかは慎重に吟味すべきだろう。その証左は、

前述のノーベル賞受賞記念講演でも自ら触れてい

ること、また本人がこう述べてもなお、多 くの文

学研究者がこの随筆を重要視 し取り組んでいる積

み重ねが雄弁に物語る。確かに、「末期の眼」は

主題や場面が次々に変転 し読解が難 しいテクス ト

である。その数々の研究者の読み解き方に対 して、

川端が違和感や不満をもち 「嘔吐をもよおすほど

だ」と感じていたのだろう。なぜ 「嘔吐をもよお

すほどだ」と川端が記したかを掘 り下げた論考さ

えある。

　美術の立場から見てこの 「末期の眼」が重要だ

と思われるのは、古賀春江の死を機に書かれたこ

とと、作風の変貌をやめなかった古賀の前衛性に
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強い共感と文学と美術の境界を超えた自らとの共

通点を吐露していること、川端の古賀観が端的に

書き記されてお り、それが今なお新鮮な意味を持

ち続けていることであろう。透徹した文豪の眼差

しが、画家の本質の一端を見事に鋭 く抉り出して

いると考えられるからだ。繰 り返し引用されるの

が下記の箇所である。

　 古 賀 氏 も自殺 を思 ふ こ と、 年久 しい もの があ

つ た ら しい。死 に ま さる藝 術 は ない とか、 死ぬ

る こ とは生 きる こ とだ とか は、 口癖 の や うだつ

た さうだが 、 これ は西 洋風 な死 の讃 美 で はな く

て、 寺 院 に生 れ、 宗教 学校 出身 の彼 に、深 く し

み こ んで ゐ る仏教 思想 の 現 れだ と、 私 は解 くの

であ る。 ［……］

　 私 が シユ ウル ・リア リズ ムの絵 画 を解 す る は

ず は ないが 、古 賀 氏 のそ の イズ ムの 絵 に古 さが

あ りとす れ ば、そ れ は東 方の 古風 な詩情 の 病 ひ

のせ ゐで あ ら うか と思 はれ る。理 知 の 鏡の 表 を、

遙 か なる あ こが れの 霞が 流 れ る。理 知 の構 成 と

か 、理 知 の論理 や 哲学 なん て もの は、 画面 か ら

素 人は なか な か読 み に くいが 、古 賀 氏 の絵 に 向

ふ と、 私 は先づ なに か しら遠 い あ こが れ と、 ほ

の ぼの とむ な しい拡 が りを感 じる ので あ る。虚

無 を超 えた肯 定 であ る。 従つ て 、 これ は を さな

ごこ ろ に通 ふ。 童 話 じみ た絵 が 多 い。単 なる童

話 で は ない。 を さな ご ころ の驚 きの 鮮麗 な夢 で

あ る。甚 だ仏 法的 で あ る。 今 年 の二 科会 出 品作

「深 海 の 情 景 」 な ども、妖 麗 な無 気 味 さが 人 を

と らへ るが 、 幽玄 で華 麗 な仏 法 の 「深海 」 を さ

ぐ ら う と した と も見 え る。 ［……］ 古 賀 氏 は西

欧近 代 の文 化 の精 神 を も、大 い に制作 に取 り入

れ よ う とは した もの の、 仏法 の を さな歌 は いつ

も心 の 底 を流 れ てい たの で あ る。朗 らか に美 し

い童 話 じみた 水彩 画 に も、温 か に寂 しさの あ る

所 以で あ らう。 その古 い をさ な歌 は、私 の 心 に

も通ふ 。 けだ し二 人 は新 しげ な顔 の裏 の古 い歌

で 、親 しんだ の であ った か も しれぬ 。 だか ら私

には、 ポ オ ル ・ク レエ の 影響 が あ る年 月の 絵が

最 も早分 りす る。
7）

美 術研 究者 が繰 り返 し言 及す る 「仏法 の を さな歌 」

とい うキ ー ワー ドは、川 端 の オ リジナ ル だ ろ う。

これが 、西 洋 の最 新 芸術 思 潮 を追 い続 け た前 衛 画

家 ・古 賀 の、 もう一 つの 基層 をな して い た とい う

論 考 も数 多 い。仏 教 思想 に 裏打 ちされ た死 生観 や

無 常観 が 、古 賀 の絵 画制 作 の基 底 をつ くって いた

とい うので あ る。

　 本稿 で は、 川端 康 成の テ キ ス トを補助 線 と して 、

古 賀春 江 の なか にあ る仏教 思 想 の軌 跡 と、 それが

制 作 に、具 体 的 に どの よ うに活 か され て い った の

か 、 また、1920年 か ら30年 代 にか け て 、古 賀 の 内

部 で 仏教 思想 とモ ダニ ズ ムが どの よ うに齟齬 な く

融 け合 っ てい ったの か を探 って みた い。川端 が「末

期 の眼 」 の なか で、 い さ さか唐 突 に 「甚 だ仏教 的

で あ る」 と語 るこ との意 味 も考 えて み たい と思 う。

2． 古賀春 江 の1920年 代前 半 の仏教 モ チ ー フ

　 古 賀 春 江 は、1895（ 明 治28） 年6月18日 、福 岡

県 久留 米市 寺 町68番 地 にあ る 浄土 宗 寺 院 、藤林 山

善福 寺 に、住 職 であ る父 ・古賀 正順 、母 ・イシ の

第2子 、長 男 と して生 ま れ た。 亀 雄 （よ しお） と

命 名 され る。 善 福 寺 は1621（ 元 和7） 年 の 建立 。

本 尊 は もち ろん 阿弥 陀 如 来で あ る。 後年 、古賀 は

育 っ た生 家 の思 い 出 を次の よ うに書 き残 してい る。

　私の生れた所は久留米市の街はづれです。寺

ばか り並んでゐるやうな町で私の家もその一つ

です。子供の心にも何となき淋 しさと哀れさと

を注ぎ込まなくては措かないやうな鐘の音と老

人達の因果話との中に育てられ戸外に出るのを

好まなくなり、薄暗い本堂の花や慈眼豊かな金

色三尊仏にいつとなく親 しみを感ずるやうにな

りま した 。

8）

1910（ 明 治43） 年 、古 賀 は中 学 明善 校 （現 ・福 岡

県 立明 善高校 ） に入 学。 この 頃、久留 米 の洋 画家 ・

松 田 諦 晶 （実 、1886－1961） に絵 画 を学 び始 め

る。9歳 年 上 の 松 田 とは 生 涯 に わ た っ て 緊密 な交

友 を重 ね る こ とに な っ た。2年 後 、 明善 校 を中 退

し、画 家 を志 して上 京 。太 平洋 画 会 研究 所 、つ い

で 日本水 彩 画会研 究所 に学 んだ。1915（ 大正4） 年 、

画作 に励 む一 方 で 、20歳 で僧籍 に入 り、良 昌 （り

ょ う し ょう） と改 名 し、春 江 （は る え） を呼 び名

とす る。 翌 年 、父 の 遺志 を継 い で 宗 教大 学 （現 ・

大 正 大 学 ） の 聴 講 生 とな る （2年後 に病 気 を機 に

退 学 ） 。画 家 と して は 、二科 展 、 日本 水 彩画 会展 、

来 目会 展 を主 な作 品 発 表 の場 とす る。1920年 代 か

ら西 洋 の新 思 潮 であ る セザ ニ ズ ム、 キ ュ ビスム 、

パ ウル ・ク レー、シュ ル レア リスム を次 々 に吸収 し、

画 風 を展 開 させ てい った。 前 述の ように 、1933（昭

和8） 年9月10日 に38歳 で亡 くな る。 生 家 の善福 寺

に埋 葬 された。 古 賀 の作 風 の変 貌 を 、時 系列 に並

べ る と以 下の ように な るだろ う。

1915～18年 　初期 水 彩画 の時 代

1919～20年 　 ポー ル ・セザ ンヌ風 の 時代
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1921～24年 　 折衷 的 キュ ビス ムの時 代

1924～25年 　 ア ン ドレ・ロー ト風 の時 代

1926～29年 　 パ ウル ・ク レー風 の 時 代 ／童 画 風

の時 代

1929～33年 　 シ ュル レア リスム の時 代

これ らの羅 列 は、 一 見、 め ま ぐる しい 移 り気 な変

遷 に映 る か も しれ ない。 しか し、 あ くまで 古 賀 の

知的 操作 に よる必 然 的 な展 開 だ った と筆者 は 見 て

い る。一 貫 して古 賀 を導 い た基 層 が存 在 して い た

ように思 われ る。 そ の ひ とつ が仏教 思想 だ った。

　 セザ ンヌ の 影響 が 色 濃 い1919（ 大 正8） 年 の水

彩 《地蔵 尊》 （fig.2）をのぞ き、 あ きらか な仏 教主

題 の 重要 作 品 が、 上記 の 時期 区 分 の うち折 衷 的 キ

ュ ビス ムの 時 代 に集 中 して登 場 す る。 この頃 、古

賀 は 水彩 か ら油 彩 中心 の 制作 に移行 しよ うと して

いた 。知 られ てい る 仏教 モチ ー フの油彩 作 品 は以

下 の5点 で あ る。

《観音 》1921年 、 油 彩 ・カ ン ヴ ァス 、 東 京 国 立

近代 美術 館

《埋 葬 》1922年 、 油 彩 ・カ ン ヴ ァス、 総 本 山 知

恩 院

《曲〓 につ く》1923年 、 油 彩 ・カ ン ヴ ァス、 石

橋財 団ブ リヂ ス トン美術館

《涅槃 》1923年 、油彩 ・カ ン ヴァス、所 在不 明

《誕生》1924年 、油 彩 ・カ ン ヴ ァス、 石橋財 団 ブ

リヂス トン美 術館

　 《観 音 》 （fig.3）は、 仏堂 の なか の観 音菩 薩坐 像

を、正面 か ら大 き く描 い た もので あ る。右足 を下

に踏 み お ろ した半跏趺 坐像 で あ る。左 肘 を曲 げて

蓮華 を手 に もって い るか の よ うだが は っ き りとは

分 か らな い。肩 や 面部 な どの稜 線 は、 木造 像 ら し

い柔 らか さ を示 して い る。 堂 内の 乏 しい光 の なか

で 、顔 と胴 の 中央 、両 上腕 部 だ けがや や不 自然 な

明 る さ を帯 び 、そ の面 貌 は穏 や か な表 情 を浮 かべ

て い る。光 背が 抑 制 され た色 遣 い なが ら、華 やか

に菩 薩 像 を取 り巻 い てい る。 宝冠 や瓔珞 な どの細

部 も不 明 であ る。 像 の膝前 には様 々な生花 が 咲 き

誇 り、聖 な る空 間 を荘厳 してい るのが 分 かる。

　 表 現 は 、あ きらか にキ ュ ビス ム と未 来 派の 影響

を受 けた もの だ。 切 り子 の よ うな小 さな面で画 面

全 体 を構 成 し、 それ らが 運動 して い るかの よ うな、

ず ら しと重 な りを見 せ てい る。 セザ ニ ズ ムの影響

か ら折 衷 的 キ ュ ビスム に進 ん だの は、 自然 な流 れ

か も しれ な い。 同時期 に、 未来 派 の感 化が よ り明

瞭 な 《無題 》（fig.4）を描 いてい て 、 この ころ古 賀

が 積極 的 に複 数 の西 洋最 新 ス タ イル を取 り込 もう

と していた こ とを示 して いる。

　 この作 品 を描 い た1921（ 大 正10） 年 、ほ とん ど

を古 賀 は 久留 米 の生 家、 善福 寺 で過 ご して い るが 、

この観 音像 が 同寺 の ものか どうか は明 らか で はな

い。 だが、 幼 時か ら親 しみ を感 じてい た生家 の 阿

弥 陀三 尊像 が 出発 点 に な って制 作 にい た った こ と

fig.2

古 賀春 江 《地 蔵尊 》1919年 、 水彩 ・紙、石橋

財 団ブ リヂス トン美 術館

fig.3

古賀 春江 《観音 》1921年 、油彩 ・カ ンヴァス、

東京 国立近代美術館
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は確 か だ ろ う。 本 作 品 は、 翌1922年5月 に久 留 米

で開催 された 第6回 来 目会 展 に発表 され た。画 因 は、

お そ ら く、1921年1月26日 に妻 ・好江 が7カ 月 の女

児 を死 産 した こ とだろ う。 後述 す る よ うに、古 賀

はす ぐさ ま 《埋 葬 》 の想 を得 て 制作 に取 り組 むが 、

そ の最 終 的 な完 成 は翌年 とな る。 その 合 間に制 作

され たの が この 《観音 》 だ と推 測 で きる。 わが 子

の 冥福 を願 う気持 が 、西 方 浄土 に棲 む観音 像 の絵

画 化 に向 か わせ たの で は ない だろ うか 。伊 藤絵 里

子 は 「そ の姿 か らは 、画業 と家庭 の い ず れに おい

て も苦 しか った古 賀 の心 境 は うかが えず 、た だ静

か な幻 想 的 な雰 囲 気 が醸 し出 され て い る」10）と記

してい る。 仏教 的 な幻 想 と、 キ ュ ビス ム、未 来派

の表 現 が融 け合 っ た希 有 な作例 とい うこ とが で き

る だろ う。

　 《埋 葬 》 は 、前 述 の わ が子 の 死 産 か ら直 ち に取

りか か っ た 作 品 で あ る。 古 賀 は 、1916（ 大 正5）

年11月 、久 留 米 か ら上 京 した 岡好江 と東京 巣 鴨 に

新 居 を構 えた。 古 賀 、 岡 両 家 か ら結 婚 を よ うや

く認 め られ て 久留 米 で 挙式 を した の は 、3年 後 の

1920年1月5日 の こ とだ っ た。 この 年9月 下 旬 、 身

重 の好 江 を東 京 に残 し、病 気 療養 の ため に古 賀 は

郷 里 の 善 福 寺 に帰 る。 年 が 明 け た1月26日 、 好 江

は7カ 月の 女児 を死 産 した。8日 後の2月3日 付 け松

田 実宛 の長 文 の書 簡 の末 尾 は、以 下 の よ うに締 め

くくられて いる。

　去る一月二十六日午ご六時半　好江は死んだ

児を産んだ　七ヶ月で女だつた　ゾーワタの如

き一塊の肉を見て可愛くもなく憎くもなし　唯

不思議で堪らない　思へば思ふ程不思儀だ　幸

ひに母体は健全　佐のの母さんは間に合はず別

の人を頼んだ　生きて居るといふ事　又生きて

ゐるものから生 まれる生 きてゐるもの　人間の

不思議さ　神秘 さ　生 と死とは全 く私にとつて

余りに大きい神秘だ　深遠なる迷だ　で私は私

の気に入るやうな出タラメの画をかいて行 くよ

り他 はない
11）

女 児 は 善福 寺 に埋 葬 され 、 い ま は、春 江 、好 江 と

同 じ墓 に 眠 って い る （fig.5）。 こ の体 験 は 人 間 ・

古 賀 に とって極 め て大 きな意 味 を もって い た。 画

家 ・古 賀 は た だち に埋 葬 式 に想 を得 て 制作 に取 り

かか る。 善福 寺 で部 分 写 生 を始 め た と伝 え られ る。

だが この頃 の心 身 の不 調 は 、そ の制 作 を長引 か せ

た。 翌22年 に よ うや く水 彩 （福 岡 県 立 美 術 館 蔵 ）

を完 成 させ 、5月 の 第6回 来 目会展 に出 品 す る。 つ

いで 同構 図 の 油彩 《埋 葬 》 （fig.6）を制 作 し、9月

の 第9回 二 科展 に 《二 階 よ り》 （石 橋 財 団 ブ リヂ ス

トン美 術 館 蔵 ） と と もに 出品 した 。 こ の2作 品 に

よ り古 賀 は二 科賞 を受賞 す る。

　 《埋 葬 》 は13人 の群 像 表現 で あ る。 中 央 の男性3

人 が ち ょ うど墓穴 に棺 をお ろ そ う とす る と ころ だ。

中 野 嘉 一 に よ る と、墓 穴 の 右 に 立 つ 朱 衣 の導 師

が 、同 じ久 留米 市 寺 町 にあ る 浄土 宗 、宗 安寺 の 住

職 であ り、そ の手 前 に蝋 燭 を持 って立 つ 少年 僧 が

そ の嗣 子 で あ る と い う12）。 とす る と、実 際 の情 景

に即 した作 品 とい うこ とが で きる。 しか し、 そ の

構 図 は平 明 な リア リズ ムで はな く、周到 な知 的操

作 を経 てつ く られ た もの とい える だ ろ う。 墓 穴 を

fig.4

古 賀春 江 《無題 》1921年 頃、油彩 ・カン ヴァス、石橋

財 団ブ リヂス トン美術館

fig.5

善福寺 の古 賀春 江の墓
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中心に、左右にほぼ同じ人数を配 し、右下の少年

僧と左下の少女といった対称性と、あえてそれを

破る非対称な人物配置が巧みに組み合わされてい

る。画面全体を木立の濃緑色で整わせながら、導

師の朱、中央手前の男のズボンの青、女性の白い

被 り物など、ところどころに効果的な配色を施 し

ている。そのズボンの青は、中央上部にほんの少

しだけ見える空の青と呼応している。筆致は、典

型的な折衷的キュビスムで、鋭角な塊で人体や木

立、土坡 をあらわ している。13人の顔貌は省略を

重ね、鼻梁や眼窩を示すだけで、悲 しみや悼みの

感情は読みとることができない。主題は死者の埋

葬でありながら、あくまでも造形的な追求を主眼

に置いているのが分かる。左手前の白い和装の少

女だけが、なぜか一人だけ微笑みながら埋葬式に

無 関係 な正 面 を向 き、 ほの ぼ の と した調 子 を醸 し

出 して い る。 これ は後年 の ク レー風 の 時代 の感 覚

に通 じる もの だ ろ う。

　 1922（ 大 正11） 年10月 、 二科 会 の新 傾 向作 家 た

ち によっ て前 衛 グルー プ 「ア クシ ョン」が結成 され、

《埋 葬 》 で 注 目を集 め た ば か りの古 賀 もこれ に 参

加 す る。翌 年4月 に東 京 の三 越 で第1回 ア クシ ョン

展 が 開催 され、 これ に 出品 されたの が 《曲〓 に つ

く》（fig.7）だ った。

　 この作 品 は、 仏 堂の な かの儀 式 を描 い た もの だ。

曲〓 に腰 か け払 子 を手 に して正 面 を向 く僧 侶 を 中

心 に、計7人 が ほぼ左右 対称 に配 された群 像で あ る。

折 衷 的 キ ュ ビス ム の方 法が 画面 を支 配 してい る。

仏 教 の摂 理 を説 くこ とか らは るか に遠 く、 造形 的

な探 求 を優先 す る なか で仏 教モ チ ー フが選 択 され

た よ うだ。僧 衣 や仏 具 の なか で赤 、 白、茶 が効 果

的 に使 われ、 暗 い僧 堂 の なかの 落 ち着 いた 空間 を

華 や か な もの に して い る。7人 の顔 貌 は、《埋 葬 》

以 上 に不分 明 な ま まで 、宗教 的 な もの も含 め感 情

を押 し殺 して い るか の よ うだ。 だが 、 こ う した 情

景 を画 題 に選 ん だ古 賀 の なか には、生 家 で 日常 目

に してい た情 景が 心 の なか に染 み込 んで い た こ と

を窺 わせ る。

　 1922年10月 の ア ク シ ョ ン結 成直 後 に古 賀 は帰郷

して い る。 そ の 後、 福 岡 県 の 海 岸 に滞 在 し、「海

水 浴 」 や 「海女 」 の シ リーズ を制 作。 年 が明 け た

2月 に福 岡 の極 楽寺 に移 り、翌3月 に ア クシ ョン展

準 備 の ため に上 京 す る。《曲〓 につ く》 は お そ ら

く善福 寺 で はな く極楽寺 で の制作 だ ろ う。

　 第1回 ア ク シ ョン展終 了後 、古 賀 は再 び 九 州 に

舞 い戻 った 。8月 に上 京 す る まで久 留 米 、福 岡 に

滞 在 す る。 この 間 に同 じ く極楽 寺 で制 作 され た大

作 が 《涅槃 》 （fig.8）だ った。 同寺 にあ った釈 迦涅

槃 図 を も とに した制 作 だ と伝 え られ る。 この作 品

は、1923（ 大 正12） 年9月1日 が招 待 日で あ っ た第

10回 二科 展 に 出品 され、関 東大震 災 に遭 う。2年 後 、

古 賀が か つて 学 ん だ宗教 大学 に寄贈 され たが 、現

在 その 行方 は分 か らな い。古 賀 が な くな った翌 年

春 鳥会 か ら刊 行 され た画 集 『古 賀春 江』 にモ ノ ク

ロ図版 が載 り、 われ わ れ にその 図様 を教 えて くれ

る。

　 縦 長 の構 図 は、 ほ ぼ忠 実 に釈迦 涅槃 図の 定型 を

な ぞ って い る。 中央 やや 下 に、釈 迦 が頭 を左 に し

て横 た わ る。周 囲 に は、 嘆 く、 あ るい は礼拝 す る

約15人 の僧 形 の人物 が取 り巻 い てい る。上 部三 分

の一 は水 平 に た なび く飛 雲 で区切 られ てい て、 そ

の上 に は駆 けつ けて 礼拝 す る摩 耶夫 人 や 円光 を も

つ聖 者 た ちが 計10人 い る。 面 白い の は、女 性が 、

ベ ー ル を被 る な ど イ タ リア ・ル ネサ ンス風 の 服 装

fig.6

古賀春江 《埋 葬》1922年 、油彩 ・カンヴ ァス、総本 山知恩 院 （京

都国立近 代美術館 寄託）

fig.7

古 賀春 江 《曲〓 につ く》1923年 、油彩 ・カン ヴァス、石橋

財 団ブ リヂ ス トン美術館
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を して い る こ とで あ る。残 され た古 賀の ノー トや

ス ケ ッチ ブ ックにあ る模 写 か ら、 この時 期 、古 賀

が西 洋 の古 典 美術 も印刷物 を通 して学 んで い た こ

とが 分 か って い る。釈 迦 を取 り巻 く男 性 の姿 態 は 、

仏画 の系 譜か らよ りもむ しろ 、西 洋 の「最後 の晩 餐」

や 「磔刑 図 」 な どの作 品 群か ら選 び取 った よ うな

もの も見受 け られ る。 画 面左 下 の、釈 迦 を右 手 で

指 さす 男 の仕 草 は、 日本 的 な文脈 で は忌 避 され る

べ きもの だ ろ う。古 今 東 西の 美術 の 様 々 な要素 を

結 びつ けた よ うな涅槃 図で あ る。

　 現 在 、そ の色遣 い は分 か らないが 、おそ らく 《曲

〓 につ く》 と同様 に、様 々な原 色が 散 りばめ られ

た画面 だ ったの で はな い だろ うか。 モ ノク ロ図版

か ら も、 面 の濃 淡の 差異 か ら多 くの色彩 を使 い こ

な して いた様 子 が想 像 される。 そ の具 体 的 な筆 致

と表現 は、 この 時期 の折 衷 的 キ ュ ビスム の もっ と

も典型 的 な実 例 だ った とい って よい だろ う。 この

《涅槃 》 は、 縦 「八尺 」、横 「六 尺四 寸」 の 大作 だ

った と記 され てい る13）。 『九州 日報』1923年11月22

日付 け朝刊 に、二科展 福 岡会場 で展示 され る《涅槃 》

とそれ を見上 げ る来場 者 た ちの写 真 が掲 載 され た

（fig.9）。 そ れ を 見 て も、確 か に 高 さ2メ ー トル40

セ ンチ ほ どはあ った よ うだ。 とすれ ば、 現存 す る

どの古 賀作 品 よ りも圧 倒 的 に大 きい。1920年 代前

半 の古 賀 の実験 を総括 す る ほ どの意 味が あ る大 き

さで あ り、画業 全 体 のな かで も最 重要 の 位置 づ け

だ った と考 え られ る。 戦 災 で失 われ たの か も知 れ

ないが 、現 在所在 不明 とい うのが非常 に残 念 である。

　 前 述 の ように 、第10回 二 科展 は招 待 日の9月1日

午 前12時58分 、関 東大 震 災 に襲 わ れ る。 た だ ち に

中止が 決 ま った。 その 後、この二科 展 は大 阪 、京都 、

つい で初 め て福 岡 に巡 回 す る こ と となる。 この福

岡会場 の運 営 を任 された の が古 賀 だ った 。11月22

日か ら12月3日 まで 福 岡 県 商 品 陳 列所 で 開 催 さ れ

た二科 福 岡 展 の、会 場 借 用の 交 渉、 設営 や展 示 な

ど準 備 ・運営 の 一切 を古 賀が 中心 的 に担 った の で

あ る。 伊 藤絵 里 子 は、 そ の経 緯 を、 ブ リヂ ス トン

美 術館 が 所 蔵す る古 賀 の ノー トの記 述 や新 聞 記事

を調 べ て整 理 して い る14）。 古 賀 は9月1日 を上 野 竹

之 台陳 列 館で 体験 した。 その前 後 は 、東 京 の 中川

紀 元 （1892－1972） の 家 で過 ご して い る。未 曾 有

の 大 自然 災害 が 、画 家 の心 に どの よ うな変 化 を も

た ら した の だ ろ うか 。一 瞬 に して 建造 物 が破 壊 さ

れ 、数 時 間の うち に首都 の 過半 が 焼尽 され る とい

う視覚 体験 は、大 きな衝 撃 を与 え、 画家 の 内部 に

小 さか らぬ変 化 を もた ら した はず で あ る。

　 翌1924年 に制 作 され たの が 《誕生 》 （fig.10）だ

っ た。 天地 を指 して 「天上 天 下 唯我 独 尊」 と言 っ

た とい う釈 迦 の 誕 生 を描 い た こ の作 品 は5人 の群

像 表現 で あ るが、釈 迦 の死 を描 いた前 年 の 《涅 槃 》

とま さに対蹠 的な 主題 を もって い る。 人 間の大 量

死 を直 に見 聞 き した の ち に、 希 望 の主 題 を古 賀が

選 び取 っ た とい える ので は ない だ ろ うか。 表現 も

大 き く変化 した。折 衷的 キ ュ ビス ムの 切 り子状 の

面 が 消 え て、 人体 は よ り極 端 に単純 化 され る。頭

部 はた だ 円で示 され る だけ であ り、顔 貌 は まっ た

く描 か れ な い。 古 賀 は新 しい 模 索 を始 め た。 ま

もな くア ン ドレ・ロ ー ト風 の 時 期 に辷 り込 む の だ

が 、 そ の過 渡的 な作 品 とい う こ とが で きるだ ろ う。

1929年 の 二科 展 が そ の典型 だろ うが 、古 賀 は 同時

fig.8

古賀春江 《涅槃 》1923年 、油彩 ・カンヴァス、

所在不明

fig.9

『九州 日報』1923年11月22日 付 け朝刊
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に全 く異 なる複 数 の ス タ イルの 作 品 を制 作 し発 表

す る。 この 《誕 生 》 は、 同年 に 制作 された 、 イエ

スの誕 生 を描 いた と思 わ れる 《生誕》 （福 岡県立 美

術館 ） を含 め 、他 に類 例が ない 表現 で あ る。筆 者

は 後述 す る よ うに 、 この作 品 に シ ュル レア リスム

の萌 芽 を見 て いる。

　 わが 子 の死 産 か ら関 東大 震 災 以後 まで、古 賀 の

折 衷 的 キ ュ ビス ム 時代 の代 表 的 油彩 作 品5点 を順

に眺 め て きた。 こ れ らは、 だ れが 見 て も、 あか ら

さま に仏教 の 主題 を取 り上 げ た作 品群 だ とい うこ

とが で きる。 ま た 《観 音 》 を 除 い て、 す べ て5人

か ら16人 の 群 像作 品 で ある。 これ らの 古 賀の取 り

組 み につ いて 、森 山秀子 は 次 の よ うに問 いか け と

論 点 を ま とめ て い る。

　 この 時期 の古 賀 に は、仏 教 に 限 らず宗 教 をテ
ーマ と した作 品 が 多 いの は確 か です

。 はた して 、

古 賀 は宗教 的 なテ ーマ へ の関 心 か ら人物 群像 を

制 作 した の で し ょ うか、 そ れ と も人 物 群 像 を

描 くた め に宗 教 的 なテ ーマ を選 んだ ので し ょう

か。 残 され た作 品か ら推測 します と、 きっか け

は 、本 当 な ら生 まれて きたは ず のわ が子 へ の鎮

魂 だ った のか も しれ ませ ん。 しか し、次 第 に宗

教 的 な思 いか ら離 れ、 人物 ど う しの組 合 せ に よ

っ てい か に画 面 を緊密 につ く りあ げるの か 、 と

い う こ とに関 心 が移 って いっ た よ うに思 え るの

で す。
15）

　《観音》や 《埋葬》が、わが子への鎮魂の祈 り

という宗教的思いが最 も大きな画因になっている

ことは、争いようがない。次第に、精神的な出発

点から距離を置いて造形上の画面構成に探求の焦

点 に移 って い ったの も、 納得 が で きる と ころ だろ

う。長 年 に わた って緻 密 で膨 大 な古 賀研 究 を積 み

重 ね た森 山 の指摘 は 、十 分 に尊重 すべ き重み が あ

る。造 形 作家 ・古 賀 の歩 み は、家 庭 人 と しての 不

幸 を乗 り越 えて確 実 に前 進 して い った と見 るべ き

だろ う。

　 だが 、 こ の折 衷 的 キュ ビスム期 の古 賀 が仏 教 モ

チ ー フに 強 く固執 し、《涅 槃 》 とい う生 涯 で最 も

大 きい作 品 に到 達 した こ との意 味 も また、 大 き

い よ う に 筆 者 に は 思 わ れ る。1924年 に入 り忽 然

と、 明確 な仏 教 モチ ー フが作 品 の前 景 か ら姿 を消

した。 その理 由 は よ く分 か らない のだが 、一 つ に

は関東 大 震 災の衝 撃 が あ ったの で はな いか と思 わ

れ る。 人 間の 生 と死 の狭 間 、 自然 に よる文 明 の破

壊 の 瞬 間に立 ち尽 くす こ とで、古 賀 は生 きる意 味

を宗教 的に考 える危 機 に迫 られ た はず であ る。 だ

か らこ そ、 はっ き り と した仏 教 モチ ー フが 後景 化

したの ち も、続 くロー ト風 の時 代、ク レー風 の時 代、

シュ ル レア リス ムの 時代 を通 じて、制 作 活動 の 基

底 に 「仏法 の を さな歌 」 が奏 で られ る よ うに変 質

して い った と考 えて み たい。1920年 代 半 ば以 降 に

こそ、古 賀 と仏教 思想 との融 け合 いが、 実 は よ り

顕 著 に見 られる ので ない だろ うか。

3． シ ュ ル レア リス ム と 仏 教

　 再 び川端 の 作品 に戻 りた い。

　 作 中 に古 賀 が登 場 す る 川端 の小 説 に 「抒情歌 」

が ある。 この短 編 は、古 賀 が な くな る一年 半 前、

1932（ 昭和7） 年 の 『中央 公論』2月 号 に発 表 され た。

「仏 法 の い ろい ろ な経 文 をた ぐい な くあ りが た い

抒 情 詩 と思 い ます今 日 この頃 の私 は」 と主 人 公 に

語 らせ るほ どに、全 編 を通 じて仏教 思 想が 色 濃 く

立 ちの ぼ って い る小 説 で あ る。 「私 」 で あ る 主人

公 ・竜 枝 が 、彼女 を裏切 ったの ち に亡 くな って い

る か つ て の 恋 人 「あ な た 」 に語 りか け る体 裁 を

とっ てお り、過去 と現在 が複 雑 に行 き交 いな が ら、

精 緻 に磨 き込 まれた構 成 を もって い る。三 島 由紀

夫 （1925－1970） は 「この 明治 の 女 の き りり と し

た 着 附 を思 わせ る よ うな文体 に よって描 か れ た真

昼 の神 秘 の世 界 は、 川端 氏 の切 実 な 『童 話』 であ

り、童 話 とは また、最 も純 粋 に語 られ た告 白 であ

る」16）と評 して い る。 竜 枝 は幼 少時 か ら霊 感 や予

知 能 力 に恵 まれて周 囲 の大 人 た ち を驚 か せ なが ら

育 った。そ の異 数の奇 蹟 の一つ に、竜 枝 が「あ な た」

に送 っ た手 紙 「雪の た よ り」が 登場 す る。竜 枝が

「あ なた」の まだ見ぬ部 屋 の様子 を手 紙 に書 き綴 り、

実 際 に訪 れ てみ る と ま さにそ の通 りで あ った とい

う不思 議 な挿 話 を川端 は描 い た。 竜 枝 は 次の よう

fig.10

古 賀春 江 《誕 生》1924年 、油彩 ・カン ヴァス、石橋 財 団ブ

リヂス トン美術館
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に物 語 ってい る。

ど う しま し ょう と、 女 中 さんが 応接 間へ 行 き ま

す と、あ な たは 蓄音機 で シ ョパ ンを 聞 いてい ら

っ しゃ い ます。 お部 屋 の壁 は真 白、古 賀春 江 さ

んの 油画 と広 重 の木 曾 の雪 景色 の 版 画 とが向 か

い合 っ てか か って いて 、壁 か けの イ ン ド更紗 の

模 様 は極 楽 鳥、 椅子 の カ ヴ ァは 白で す けれ ど、

なか は緑 が か った 革で す わ。 や っぱ り白い瓦 斯

ス トオ ヴの 両端 には、 カ ンガル ウの よう な装 飾

がつ い て いて 、テ エ ブル の上 に 開い た写 真帳 の

頁 は、イサ ドラ ・ダン カ ンの ギ リシ ャの古典舞 踊。
一 隅 の 飾 り棚 に は、 ク リスマ ス の カア ネエ シ ョ

ンが そ の ま ま、 きっ と美 しい 方 の贈 り もの なの

で、 お正 月が過 ぎて もお棄 て に な らな いの で ご

ざい ま し ょう。 そ れ か ら窓の カア テ ンは ……あ

ら、私 は見 た こ と もない あ なた のお 家 の応接 間

を、い ろい ろ勝手 に空 想 した りして 。 ［……］

　 この 手紙 に書 きま した お部 屋 の あ りさまは、

私が 幻 に見 たので はあ りませ んで した。

　 夢 に見 たの で もあ りませ んで した。

　 おた よ りを書 い て いる うちに 、た だ な にげ な

く浮か ぶ言 葉 をつ らねた に過 ぎない の であ りま

し た 。
17）

川 端 は 、「あ なた 」 の部 屋 の 白い 壁 に古 賀 の油彩

画 を飾 り付 け た。 ここ で確 か め た い の は 、「た だ

な に げな く浮 かぶ 言葉 をつ らね 」 る行為 は、 シ ュ

ル レア リス ム を知 ってい る われ わ れ には、 まさ し

く自動 記述 （オ ー トマ テ ィスム ） と しか思 え ない

とい うこ とで あ る。川 端 は 自 ら 自動記 述 そ の もの

の作 品 を創 作 す る こ とはな か った が、作 中で 、主

人 公 に シュ ル レア リス ムの主 軸 とな る実践 を行 わ

せ て いる。

　 笹 渕 友 一 は 次の よ うに、 「抒 情 歌」 が 川端 の最

初 の シュル レア リス ム作品 だ と指摘 して い る。

　 で は川 端 が何 時 頃か らシ ュー ル レア リズ ムに

関心 を もち始 め た のか 、正確 な こ とは わか らな

いが 、少な くと も 「抒 情歌 」（中央公論 昭和7・2）

が そ の傾 向 の顕 著 な最初 の 作 品で あ る こ とに ま

ちが い あ る まい。 ［…… ］ この 構想 が 「生 と死 、

現 実 の もの と想 像上 の もの、 過去 と未 来、伝 達

可 能 な もの と伝 達 不可 能 な もの」 が 矛盾 し合 う

もの とは認 め られな くなる よ うな一 点 を確保 し

よ うとす る シュ ール レア リズ ムの意 図 と完全 に

一 致 して い る こ とは明 らか な こ と で あ る。 「自

我 の消 滅 、二元 論 の決 定 的 な解 消」 は シ ュー ル

レ ア リズ ム の願 い で あ った が、 「抒 情 歌」 の 主

題 こそ正 にそれ であ る。
18）

笹 渕 の シ ュル レア リス ム理解 が 、 仏教 思想 的 で あ

る こ と も否 め な い。 笹 渕 は ま た、 「川端 も また シ

ュー ル レア リズム を媒 介 と して 東 洋の 文学 や 仏 典

な どへ の 関心 を深 め たの で は なか った か」19）と も

い う。「抒 情 歌 」 が ま さ し く川 端 の な か で 、西 洋

の 最新 思 潮 であ る シ ュル レア リス ム と東 洋 古 来 の

仏 教思 想 との融 合 を示 して いる もの と考 えて い る。

川 端 は、 自身が シ ュ ル レア リス トだ と言 った こ と

は なか った。 む しろ シュ ル レア リスム か ら距 離 を

置 く口ぶ りを見 せ て い る。 だが 、 その影 響 は具 体

的 な作 品の なか に鮮 や か に顕 れ て い る とい って よ

いだ ろ う。

　 笹 渕 は、 シュ ル レア リスム の影 響 を受 け た最 初

の 作 品 を、1932年 の 「抒 情 歌 」 だ と した わ け だ

が 、 これ は1929年 の ア ン ドレ ・ブ ル トン （1896－

1966） の 「シ ュ ル レア リス ム 第二 宣言 」 の 余波 に

よる もの と考 え た か らの よ うだ。 これ に疑 義 を唱

え た のが 川勝 麻里 であ る。 川端 が 生 涯 にわ た って

書 き続 け 、「掌 の 小 説 」 と名 づ け た小 編 群 をて い

ね い に読 み込 み 、 シュ ル レア リス ムの影 響 の発 現

を1924（ 大正13） 年 に まで遡 らせ た 。

　 川端 が シュ ル レア リスム を最 も早 く取 り入 れ

た と考 え られ るの は 、 『弱 き器』『火 に行 く彼女 』

『鋸 と出産 』 の 三 作 で あ る。 夢 の 中で 起 きた 出

来 事 を描 い た 『弱 き器 』 『火 に行 く彼女 』 『鋸 と

出産』 は、三作 合 わせ て 、「夢 四 年」 と して 『現

代文 芸』 大 正13（1924） 年9月 に発表 された。
20）

こ の川 端 の3つ の小 編 を読 む 限 り、 川勝 の見 解 は

筆 者 も首 肯す る。夢 の 描写 が 奇想 溢 れ る展 開 を示

して 、 日常生 活 の文 脈 と まった く異 な る構 成 をか

た ちづ くって い るか らだ。 だが 、1924年 とい うの

は驚 くほ ど早 い。 ブ ル トンの い わ ゆ る 「第 一 宣

言 」 で あ る 『シュ ル レア リス ム宣 言 ・溶 け る魚 』

が書 か れ た のが この年 の6月 か ら7月 にか け て、 パ

リで刊 行 され るの は10月 であ る。 同書 の 一 部が 上

田保 （1906－1973） に よ り翻 訳 され て発 表 され た

の が 、3年 後 、1927（ 昭 和2） 年 の 『文 芸 耽 美 』7

月号 。 同 じ 『文 芸耽 美』 に 、ル イ ・アラ ゴン （1897

－1982）、 ポ ー ル ・エ リュ ア ー ル （1895－1952）、

ブル トン らの 作 品 の翻 訳 が紹 介 され 始 めた のが 、

1925年 で あ る。 フ ラ ンス の シュ ル レア リス トの 影

響 を受 けて上 田敏 雄 （1900－1982） に よっ て執 筆

された 「日本 にお ける シュ ル レア リスム宣 言」 （北

園 克衛 、弟 ・上 田 保 と3人 に よ る共 同宣 言 ） が 詩

誌 『薔 薇 ・魔 術 ・学 説』 に発 表 され た のが1928年
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1月 だっ た。 川端 の 発露 は いか に も早 過 ぎる。

　 こ う した疑 念 に関 して川 勝 が 注 目 した の が 、

1925年1月 に川 端 が 発 表 した 評 論 「新 進 作 家 の新

傾 向解 説」で あ る。「新 文藝 勃興 」「新 しい感覚 」「表

現 主義 的 認識 論 」「ダダ主義 的 発想 法 」 の4部 構城

の こ の短 い評 論 は 、1924年 後半 に書 か れ 、東 京帝

国大 学 国 文科 を卒 業 した ばか りの 新進 作 家 ・川端

の拠 って 立つ と ころ を述べ た もので あ る。1924年

10月 に創刊 され た雑 誌 『文藝 時 代』 を受 け て、千

葉 亀雄 （1878－1935） が その 同 人 た ち、片 山鉄 兵

（1894－1944）、 中 河 与 一 （1897－1994）、 横 光 利
一 （1898－1947）

、今 東 光 （1898－1977） 、川 端 ら

を 「新感 覚 派」 と名づ けた。 決 して川端 た ちがそ

う名 乗 っ た訳 で は ない。 そ の直 後 に書 か れ、 その

『文 藝 時 代』 に載 せ た評 論 は 、 自負 心 に 溢 れ、 新

しい 時代 を切 り開 こ うとす る若 々 しさ、瑞 々 しさ

が漲 って い る。

　 そ の 「ダダ主 義 的発想 法 」 の章 で、 精神 分析 に

お け る 自由連 想 につ い て川 端 は言 及 して い る。 こ

れ は ダ ダイズ ム で はな く、 今 日の われ わ れか ら見

れ ば シュ ル レア リス ム の手 法 とい って よい もので

あ る。 川 勝 は 、「川 端 は ダ ダ イズ ム か ら派 生 して

いた シュ ル レア リスム の こ とを も、「ダ ダイズ ム」

とい う言 葉 の 中 に包括 して語 って いた の では ない

か。 ［… …］「新 進 作 家 の新 傾 向解 説」 の時 点で す

で に シ ュル レア リス ム を受容 してい た と考 え られ

るの で あ る」 と述 べ て い る21）。1919年 に トリス タ

ン ・ツ ァラ （1896－1963） をチ ュ ー リ ッ ヒか らパ

リに招 い た フ ラ ンスの ダダ イス トた ち は、 ま もな

くシュ ル レア リス ムに 移行 してい く。 自動 記 述 の

初 め て の 成果 が1920年 刊 行 の、 ブ ル トン とフ ィ リ

ップ ・ス ー ポ ー （1897－1990） に よ る 『磁 場』 だ

った 。1924年 の 「シ ュル レア リス ム宣言 」 は 運動

の 出発 点 では な く、あ る時点 での 総括 であ り、「シ

ュル レア リス ム」 とい う用語 の 再定 義 だ った とい

っ た ほ うが正 しい 。 そ う した 流 れ に寄 り添 うよ う

に 日本 の 前衛 芸 術運 動 も進 んで いた はず な の だが 、

1924年 の 時点 で は、 川端 はお そ ら くこの 言葉 を知

らなか った、 あ る い は強 く意 識 して い なか っ たの

で は な い だ ろ うか。 だ が 鋭 敏 な ア ンテ ナ を 張 っ

て い た川端 は、具 体 的 に は よ く分 か らない の だが 、

この 運 動 の内 実 を い くつ かの情 報 源 か ら入手 して

いた と しか思 えない 。

　 日本 の 文 学 に お い て 、1924年 前 後 に シ ュ ル レ

ア リス ム の 動 きが 顕 れ たの だ とす れ ば 、美 術 の

分 野 で も同 様 の 可 能 性 を考 え た ほ うが い い。 従

来 、1929（ 昭和4） 年9月 か ら10月 に か けて 開 催 さ

れ た第16回 二科 展 に 、古 賀 が 《海 》《鳥 籠》《漁夫 》

《題 の な い絵 》 《素朴 な 月夜 》 を、東 郷 青 児 （1897

－1978） が 《Declaration（超 現実 派風 の散歩 ）》 を、

阿部 金剛 （1900－1968） が 《Girleen》 を出 品 し話

題 とな った こ とが、 日本 の シュ ル レア リス ム絵 画

の起 点 だ とす る見方 が 根 強 い。 雑 誌 『ア トリエ』

が す ぐさ ま反 応 し、 翌1930年1月 号 を 「超 現 実 主

義 研究 号」 と して、川路 柳 虹 、中川 紀 元 、北 園克

衛 、竹 中久 七 、外 山卯 三郎 、伊 原宇 三 郎 、中 山巍 、

阿 部金剛 の論 考、そ して古賀 の 「超現 実 主義私 感」

を載せ た。 当時 の状 況 を知 る ため に は もっ と も有

用 な情報 をわ れ われ に与 えて くれ る。 だ が、 そ れ

よ りも5年 前 に シュ ル レア リス ムの 萌 芽 が顔 を だ

してい たか も しれ ない。 例 え ば速水 豊 は 、 フラ ン

ス の シュ ル レア リス トた ちが彼 らの先 駆者 とみ な

した ジ ョル ジ ョ・デ ・キ リコ （1888－1978） の影 響

を受 けた 岡本 唐 貴 （1903－1986） の、1924年 の 作

品 《制作》（東京国立近代美術館）を挙げている
22）

。

「そ こ に描 か れた マ ネ キ ンや 極 端 な遠 近 法 を示 す

線 条 、建 築 物 の 影 は、 デ ・キ リコの 絵 画 に 見 られ

る特 有 の要 素 で あ る」 と指摘 す る。 岡 本 は、1922

年 か ら23年 に か けて 、2回 の 展 覧 会 を開 い た前 衛

グル ー プ 「ア ク シ ョン」 で古 賀 と行 動 を ともに し

た。 こ う した マ ネキ ン風 の表 現 は、 実 は、1924年

の古 賀 に も見 え るので は ない か。前 述 した、 釈迦

誕生 を主題 にす る 《誕生 》 （fig.10）で あ る。 面貌

を ま った く描 かず、 単純 なかた ち で人 体 の よ うな

もの をあ らわ して いる。 もち ろん この 作 品 をシ ュ

ル レア リス ム絵 画 と言 い切 る こ とは到 底 で きな い

が、 そ の兆 しは仄 か に見 え隠れ してい る ので は な

いだ ろ うか。

　川 端 の 評 論 「新進 作 家 の 新 傾 向 解 説」 の3番 目

の章 「表現 主 義 的 認 識 論 」 で は、「新 主 観 主 義 」

ある いは 「主 客 一如主 義」 が語 られ る。

　 例 へ ば、野 に一輪 の 白百 合 が咲 い て いる。 こ

の百 合 の見 方 は三 通 りしかな い。 百合 を認 めた

時の 気持 は三通 りしか な い。 百合 の 内 に私 があ

るの か。 私 の 内に 百合 が あ るの か。 または 、百

合 と私 とが 別 々に あ るの か。 これ は哲 学 上 の問

題 であ る。 だか ら、 こ こで 詳 し くは云 はず 、文

藝 の 表現 の問題 と して 、分か り易 く考 へ てみ る。

　 百 合 と私 とが 別 々にあ る と考へ て 百 合 を描 く

の は、 自然 主 義的 な書 き方 であ る。古 い客 観主

義 で あ る。 これ までの 文 藝 の表現 は、 すべ て こ

れ だつ た と云 つて いい。

　 ところが 、 主観 の力 は そ れで満 足 しな くなつ

た。 百 合の 内 に私 が あ る。 私 の 内 に百合 が あ る。

この二 つ は結 局 同 じであ る。 そ して、 この 気持

で 物 を書 き現 さう とす る とこ ろに 、新 主観 主義

的 表現 の根 拠 があ るので あ る。 その 最 も著 しい
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のが ドイツの 表現 主義 であ る。

　 自分 があ るので 天地 万 物が 存 在す る。 自分 の

主 観 の 内 に天 地万 物が ある 、 といふ 気持 で物 を

見 るの は 、主観 の 力 を強 調 す る ことで あ り、主

観 の絶 対性 を信仰 す る こ とで あ る。 ここ に新 し

い喜 びが あ る。 また 、天 地 万物 の内 に 自分 の主

観 が ある 、 と云ふ 気 持 で物 を見 るの は、主 観 の

拡大 であ り、 主観 を 自由 に流動 させ る ことで あ

る。 そ して 、 この考 へ方 を進展 させ る と、 自他

一 如 とな り、万物 一 如 となつ て、天 地 万物 は全

ての境 界 を失つ て一 つ の精 神 に融和 した 一元 の

世 界 とな る。 また一 方 、万 物 の 内に主 観 を流 入

す る こ と は、 万 物 が 精 霊 を持 つ て ゐ る と云 ふ

考 へ 、云 ひ換 へ る と多 元 的 な万有霊 魂 説 に な る。

こ こに新 しい救 ひが あ る。 この 二つ は、 東洋 の

古 い主観 主 義 とな り、客 観主 義 となる。 い や主

客一 如 主義 とな る。 か う云 ふ 気持 で物 を書現 さ

う とす る のが 、今 日の新 進作 家 の表 現態 度 で あ

る。 他 の 人は どうか知 らな いが 、私 は さうで あ

る 。

23）

羽 鳥徹哉 は、川端 の 「主 客一如 主義 」は ダ ダイズム 、

表 現主 義 、未 来派 な どの前 衛芸 術 に由 来す る もの

だ と指摘 して い るが24）、川 勝 が いう よう に、 む し

ろ これ はシ ュ ル レア リス ムに よる もの だ ろ う。 主

体 と客 体 が入 れ 替 わ った り、 あ るい は合一 す る志

向は シュ ル レア リスムが もた ら した ものだ。

　 川端 の 「主 客一 如 主義 」 に つ いて は、川 勝 が古

賀 に よる シュ ル レア リス ム風 の詩 との共 通点 を、

1926年8月 の 『み つ ゑ』258号 に載 った 詩 「港」 を

例 に挙 げ て指 摘 して い る25）。港 に停 泊す る帆 前 船

が 次 第 に膨 らん で、 上昇 しな が ら空 中 い っぱ い に

な り、「それ は 月で あ っ た か も知 れ ない」 で 結 語

す る もの で あ る。 船 とい う客体 の 非現 実的 な巨大

な変化 が 、 それ を見 て い る主体 の存 在 を無 に して

しま う。 ものの大 きさの破 天 荒 な逸脱 が主 体 の存

在 を根 底 か ら揺 さぶ って しま うこ とは、 ル ネ ・マ

グ リ ッ ト （1898－1967） の作 品 な どに 典型 的 に見

られ る もので あ る。

　 古 賀 は絵 画作 品の 解題 詩 や その 他の 詩作 を次 々

に発表 した。 そ れ らに は、 同時 代 の シュ ル レア リ

ス トらに よる前 衛詩 の 影響 が 色濃 い。 川端 は1955

（昭和30） 年 、 美 術 全 集 の 解説 の なか で 、晩 年 の

古 賀の読書体 験 につ いて下記 の ように証言 している。

古賀の主な絵には画想を歌つた詩が多く見られ

るが、それは今 日も新鮮と思へる。古賀は一時

三十四種の月刊雑誌を購読してゐた。それも文

学の同人雑誌が多かつた。当時の同人雑誌は海

外 の新 文学 運動 を移 入 して活溌 だ つ たか らで あ

る。 言 は ば、前 大 戦 の戦 後 派 であ る。未 来 派 、

表現 派 、 ダ ダイ ズ ム、立 体派 、 超 現実 派 な どが

次 々 と紹介 され 、 また 試作 されて 、 旧態 を破 ら

う と した。 古 賀 は これ らの新 芸 術 の 旗手 と して

急進 した。
26）

「三 十 四種 の 月刊 雑 誌 」 とい うの は に わか に は信

じが たい ほ どの驚 くべ き数 であ る。多 か った 同 人

雑誌 とい うの には、 『詩 と詩論』 （1928年9月 創刊 。

1932年3月 よ り 『文 学』 と改題 ）や 『リア ン』（1929

年3月 創 刊 ） な どの 前 衛 詩 誌 も含 ま れ て い た。 古

賀 と直接 交 流 した 中 野嘉 一 は、 以下 の よ うに述 べ

て いる。

古 賀 春江 は著者 ［中野 嘉 一］ の 属 してい た 「リ

ア ン」 （詩誌 ）の 詩 の研究 会 に もや って きた。 黙

って きいて い るほ うであ った 。 か れの ア トリエ

の本 棚 に は西脇 の 『超 現 実主 義 詩論 』 もあ れ ば、

ニ イチ ェの ツァ ラ トウ ス トラ も、唯 物 論 の本 も

あ った 。の ち に この雑 誌 の カバ ー に阿 部 金 剛 な

ど とともに絵 を描 い た り、カ ッ トも描 い てい る。

　 古 賀 は 当時 「詩 と詩 論 」 も読 ん で いて 、神 原

の未 来 派 につ い ての 文章 も よ く読 ん でい た ら し

く、「血 まみ れ な 木 乃 伊 」 とい うマ リネ ッテ ィ

の詩 劇 の イ メー ジ に シ ョ ックを うけ て不 眠 症 に

なっ た とい って い たが 、い ま改 め て神 原 の そ の

解説を読んでそれを憶いだす。
27）

古 賀 は前衛 詩誌 で 彼 らの作 品 を眺 め るだ けで はな

く、直接 に会 って 議論 を交 わ して い た。 の ち に古

賀 につ い ての 単著 を もの にす る中 野 は、 この 頃、

古賀 の ア トリエ を訪 ねて もい た よ うで あ る。

　 古 賀 と仏教 思想 の 関 わ りを考 察 す る上 で 、見 逃

せ な い の は、 『詩 と詩 論 』 の中 心 人 物 で あ る 上 田

敏 雄 で あ る。 中野 が 「仏教 的 シ ュ ル レ ア リス ム 」

と呼 ぶ 初 期 の 上 田 は、 例 え ば、1929年6月 の 『詩

と詩 論』 にお け る著述 で 次 の よ うに述 べ て い る。

彼 の代表 作で あ る詩集 『仮 説 の運動』の刊 行 （1929

年5月 ） とほぼ同 じ時期 の もの だ。

シュ ル レア リス トは創造 の世 界 はnihility或 は よ

り正確 に言へ ば 藝術 の 世 界で あ る と考 へ 、 自 ら

を確 実 に存在 す る と思惟 す る もので あ る。 随 つ

て現 実 の世 界 を存 在 しない世 界 と考 へ 、諸 君 を

存 在 しない 人で あ る と考 へ るの で あ る。諸 君 が

存 在 して ゐる と想 像す るの は諸 君 の錯 覚 であ つ

て、 諸 君 は夢 を見 て ゐ る の で あ る。 諸 君 は夢

を見 て ゐ る ？　 死せ る世 界は夢 の世 界 で あつ て 、
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死せる世界は死せる人々に表現を強ひるもので

ある。それ故に諸君の表現する文学は夢の文学

である。又現実の文学である。詩の文学である。

死が表現を強制するといふ思想は楽しい思想で

ある。諸君の死の世界が諸君に生命の世界と想

像されるといふ錯覚は多少奇怪である。死は夢

であり、又表現は夢である。然るに夢は死であ

るか ら表現 は死 であ る。
28）

短 い この 引 用 文 中 に 「死 」 と 「夢 」 が そ れ ぞ れ7

回 ず つ登 場 す る。 この時 期 、上 田は ブル トン直系

の シ ュ ル レア リス ム を否定 し、 自 ら 「ハ イ ポセ イ

シス （仮 説 ）」 と名 づ け た理 論 へ と移 行 し よ う と

して いた。 そ の 変貌 に は仏教 的 な虚無 の世 界 か ら

の ア プ ロー チが あ った ようだ 。鶴 岡善 久 は、 上 田

につ い て以 下の ようにい う。

　 しかし彼 ［上田敏雄］のこうした変化もやは

り、西欧におけるシュルレアリスムの本質に関

する誤解と日本人特有の体質的精神構造がその

原因になっているのはいうまでもない。彼の変

化は、まずブルトンらのシュルレアリスムを単

なる写実主義だとみた地点にその源を発してい

よう。そしてすべてを無の世界へ近づけていっ

てハイポセイシスの世界に結びつくのは彼が体

質的に仏教的な境地に案外近いものを持ってい

たか らか も しれ ない。
29）

評 論 「私 の超 現実 主義 」 のな かで上 田は また、「釈

迦 の 涅 槃 に就 て興 味 があ るか ら」 と述 べつ つ 、 ド

イ ツ の 仏 教 研 究 者 、ヘ ル マ ン ・オ ル デ ンベ ル ク

（1854－1920） の 「仏 陀 とそ の 教 理 」 か ら、 仏 陀

と尊 者 マ ァル ンキ ァブ ッ タ との 対話 を長 々 と引用

して い る。 中野 は戦 後 、高 松 家 に保 管 され て いた

古 賀 の ノー トを調査 し、古 賀が 上 田の 『仮 説の運 動』

の な か の 「ポエ ジー論 」 の一 節 を写 しとって い る

こ とを見 出 してお り、古賀 が 上 田 の著作 を読 み込

ん で い たの は確 か で あ る。 こ う した論考 が 古賀 に

さ ま ざま な影響 を与 え、生 家 で 感 じとって い た仏

門 の肌 触 りと、古 賀が 展 開 して きたモ ダニ ズ ムの

前 衛性 とが 混 ざ り合 って い った と考 え られ る。こ

う した 展 開 は、繰 り返す が 、川 端 の 資質 に近 い も

のが あ り、 だか らこそ二 人 は心 の 通 い合 い を重 ね

たの だ った 。

　古 賀 は1920年 代 後半 以 降 、 しば しば仏 教の 言 葉

を用 い た著 述 をあ らわ してい る。 た とえば 、第13

回二 科 展 の 印象 を記 した1926年10月 の評 に 、以 下

の よ うに仏教 用語 を用 い てい る。

一 体 、つ きつ め た意 味で の個 性 な どゝ いふ もの

が在 るか無 い か さへ 疑問 で す。昔 か ら自我否 定

の思想 といふ の が維 摩や 釈尊 等 に よつ て説 かれ

たそ うで すが 、 それ等 の 考へ に随へ ば元 来 自我

な どゝ い ふ もの は世 の 中 にな いの で、 それ があ

る と思 ふ の は認識 不 足か ら来 る錯 覚 だ とい ふそ

うで す。結 局 人 間 といふ もの は生 きて ゐ るのが

間違へ だ といふ こ と にな りませ うが、 とい つ て

自殺 す るこ と も出来 ない。 自殺― 行 為― は矢張

り三 界輪 廻の 業 を新 し く一 つ増 やす こ とにな る。

自殺 とい ふ こ とが既 に自己 を認 め るか らで そ も

そ もの間違 ひ といふ の だそ うです。 人 間 は何 に

も思 つて は いけ な い し行 ふ ことは猶 更 いけ な い

無 意志 無 行為 空 々寂 々で居 な けれ ば な らな くな

り、 そ うす る と画 を描 くこ とな ど大 体最 初 か ら

罪悪で高人の恥とする所になりそうです。
30）

二科展出品作に個性的な作品が少ないという古賀

自身の批判を下敷きにした論評のなかに、やや全

体の主旨から外れるかたちで、「自我否定」や 「三

界輪廻」「空々寂々」といった文言を挟み込んだ。

また、1928年11月 の詩誌に載 り、古賀研究者から

重要視されている評論 「至上主義者の辯」にも仏

教思想が登場する。

　芸術は現実を遊離する。現実的な意味を持た

ない芸術―― それは宇宙のメカニズムに包摂さ

れた 「一つの存在」である。春に花が咲き秋に

葉が落ちる如き 「そのまゝの存在」である。一

見すれば出駄羅 目である。然 しそれが出駄羅目

と批判される間は （その自己がある間）このメ

カニズムは了解されないであらう。これこそ輪

廻の 「業」である。それは我々を支配する力そ

のものゝ中に融合する事に依つて達せられる自

己撥 無 の境地 で ある。
31）

「出 駄 羅 目」 とい う言 葉 は、前 に紹 介 した我 が 子

の死 産 直後 、1921年2月3日 付 け松 田実 宛 の書 簡 を

思 い出 させ る。古 賀 に とって 、生 涯 にわ た って 自

身の 創作 の根 幹 に 関 わる重 要 な キー ワー ドだ った

よ うだ。「春 に花 が 咲 き秋 に葉 が 落 ち る 如 き 『そ

の まゝ の 存 在』」 に は、 の ち の 川端 の ノー ベ ル賞

受 賞 記 念講演 に も通 じる よ うな 日本古 来 の死 生観

や無常 観が 滲み 出 てい る。

　 古 賀 は多数 の 解題 詩 を創 作 し生前 に発 表 して い

るが 、 こ こで そ の なか か ら一 つ だけ取 り上 げて み

たい。 生前 に唯 一刊 行 され た画集 が 、1931年の 『古

賀 春 江画 集』 で あ る。 その 表紙 に、古 賀 は制 作 し

た ばか りの 《厳 し き伝統 》 （fig.11）を選 ん だ。画
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面は大 きく左右に分かれ、左側には花弁を除いて

直線ばか りの幾何学的な構成物があり、右では全

体が真白く髪が豊かな裸婦が逆さになって、右足

を膝で曲げ、左足を真上に伸ばしている。裸婦の

胴部は斜めで、平面の上に横たわっているのか宙

に浮いているのか、古賀は故意に曖昧にしている。

裸婦の顔は半透明の円盤によって隠されている。

裸婦 と花弁だけが写実的なモデリングで描かれ、

他は有機的な曲線を含めて抽象の世界である。裸

婦の背後には雲形定規のような不定形があり、人

間の影のようにも見えるが、そうとも言い切れな

い。また画面を上下に二分する水平線が中央にあ

り、その上部は夕闇が迫る空のようにグラデーシ

ョンを重ねている。一部にだけ遠近法的な斜面が

用いられていることが、むしろ作品全体を不可解

なものに仕立て上げている。この油彩画の解題詩

は以下のようなものだ。

不可見の華麗なる美を、人は可見の境域に於

て信ぜむと願ふ。

消滅の門を夢の中に実験せよ。

純粋な仮説の権威を尊重せよ。

そは透明なる倫理の衣裳を着たる理念。

無限に拡がる空間に於て、華々しく贋造され

たる無機的裸婦を尊敬せよ。
32）

解 題 といい なが ら、 画面 を分 か りやす く説 明 して

くれ る言 辞 は ほ とん どな い。 「無 機 的裸 婦 」 が 画

面 上 に見 つ け られ る唯一 の モチ ー フだ ろ う。 こ こ

には 仏教 的 シ ュル レア リス ム を下敷 きに した言 葉

の 遊 びが 見 え る とい って よいの で はな い だろ うか。

「消 滅 の門」「純粋 な仮説」「無 限 に拡が る空 間」 な

どは仏教 的虚 無の世 界 に われ われ を導 くもの だ。

　 最 後 に 、古賀 の 「超 現 実主 義 私 感 」 につ い て言

及 した い。 この論 考 は 、前 述 の よ うに 、「超 現 実

主義 研 究号 」 と して刊 行 され た 『ア トリエ』1930

年1月 号 に掲載 された もの だ。 この特 集号 は、従 来 、

当時 の 日本 の シュ ル レア リス ム理 解 の不 十分 さや

曲解 、未 消 化ぶ りを示 す 証左 だ とい う評 価が あ る。

だが 、 この なか に載 せ られ た画 家 た ちの 論考 を一

読 す る と、 それ ぞ れが そ れぞ れ の書 き方 で、 フラ

ンス の シュ ル レア リス ム との ズ レを しっ か り認識

し、あ るい は単 な る模倣 や 受容 で はな い こ とを表

明 してい る よ うに見 える。 古 賀 の論 考 に もそ う し

た慎 ま しさが 垣 間見 え る。 だ が 、論 理 の飛 躍 、矛

盾 が散 見 される この 文章 は、 読解 が 非常 に難 しい

もの だ。多 くの研 究 者が 読 み 解 こ う と取 り組 ん で

い るが 、少 な くと も筆者 の 手 に は負 えな い。 本稿

の 流れ の なか で一 つ だ け述 べ て お きた いの は 、 や

は り仏 教思 想 が古 賀 の根 底 に あ った こ とを感 じさ

せ る とい うこ とであ る。

　個人我より社会我への進展といふことは個人

としての自己消滅である。彼が完全に彼自身と

なつた時彼で無 くなる。否、彼が彼で無くなつ

た時彼は完全に自己完成を遂げたのである

　個人我の消滅といふことを現実的に形式的に

考へた場合には当然自殺といふことになるが自

殺といふ形式は非現実であつて超現実ではない。

［……］

　斯 く対象としての現実的表象がその意味を持

たなくなつた所から芸術は始まる。

　作者の影 も同様に薄 くなる、こゝに作者が居

ると思はせる作品はまだ純粋ではないのである。

　純粋の境地――情熱もなく感傷 もない。一切

が無表情に居る真空の世界、発展もなければ重

量もなし、全然運動のない永遠に静寂な世界 ！
33）

　 「個 人我 の 消滅」 「純粋 の境 地 」「永遠 に静 寂 な世

界 」 は、仏 教 思想 が 身体 の な か に浸 み込 ん でい な

け れ ば選 ば な い表 現 だ ろ う。 「古 賀春 江 は、 直 観

的 に ま っ た く自然 な方 法 で 、 “超 現 実 主 義 ” の 概

念 は、表 面 的 な真 実 と究 極 の真 実 とは基 本 的に 一

致す る とい う仏教 的 な解 釈 と共 通 す る もので あ る

こ とを見 つ け出 した 」34）とい うヴ ェ ラ ・リ ンハ ル

トヴ ァの 言葉 もあ らため て確 認 してお きたい 。 川

端 康 成 とい う類 い稀 な個性 を通 して古 賀春 江 を眺

め る と、 多面 的 な モ ダニ ス トの 相 貌の な か に、 仏

教 とい う澄 み切 った地 平 が 見 えて くる。川 端 の い

う 「仏 法 の を さな歌 」 は 、や は り古 賀 の魂 の な か

を流れ て いた ので あ る。

fig.11

古賀春 江 《厳 しき伝統 》1931年 、油彩 ・カ ンヴァス、石 橋

財団ブ リヂ ス トン美術館
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